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ジ

•

ベ
•
セ
ィ
は
經
濟
原
論
の
內
容
を
生
產
論
•
分
配
論
•
消
毁
論
の
三
部
門
に
分
げ
て
說
明
す
る
所
謂
三
分
法
の
創
始
客
と
し
て 

一
蚊
に
承
ぶ
さ
れ
て
®

る
、
と
一K

つ
て
差
支
な
い
。-

V

ィ
は
、
私
が
嘗
て
本
誌
揭
載
の
招
稿
"

に
於
て
指
彼
し
た
る
が
*̂く
千
ノ
百 

三
¥

こ
公
に
ノ
た

『
M

濟
學』

(

T

i
 d

みc
o

n
l

 

F
O
H
t
f
〕

第

一

版
に
於
て
は
其
の
內
容
を
£

_

論
*
(2
)

貨
^

論

，
(3
)

愦
値
論
* 

句
所
得
論
b

消
費
論
の
五
篇
に
分
け
て
居
た
が
、
千
八
百
十
四
年
に
公
に
し
た
同
書
第
二
版
に
於
て
は
右
の
篇
別
に
盤
理
を
施
し
、

貨
幣
論
を
_

論

に

併

せ

て

之

条

一

蹵

廳

と

し

、
憤

篇

を

所
S

1
と
S

て
春
第
一
ー
篇
分
課 1

と

黎

し

消

_

を
笫

三
篇
に
繰
上
げ
含
に
ょ
つ
て
、
茲
に
所
謂
三
分
法
を
確
立
し
、
爾
後
同
書
の
著
者
生
前
最
終
版
に
至
る
ま
で
之
を
維
持
し
て
變
量 

が
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
ボ
ァ
ロ
丨
？
 

B
c
i
l
e
a
u〕

が
之
に
先
つ
こ
と
三
ハ
牛
な
る
千
八
百
十
一
年
に
公
に
し
た『

經
濟
學
硏
究 

芋
說』

(
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
,

 to 

t
h
e

 

S
t
u
d
y

 

o
f

 

Political 

E
c
o
n
o
m
y
〕

に
於
て
、
內
容
を£

國
富
の
性
質
及
蕾• 

p
隊
s

坪
•力

•
い 

國
富
の
分
配
•
(4
)

國
富
の
消
费
の
四
篇
に
分
け
て
居
る
こ
と
を
見
"

且
つ
此
の
.中
の
第
一
篇
8

題
に
於
け
る「

起
？

は

「

生
産」 

ジ
*
ベ
•
セ
ィ
の
交
換
論
卜 

S

九

(

一
九
垦>



ジ

•

ベ
■

•
セ

イ

の

交

撒

論

m
M
o

、f 

k

q

j、
ノ

' 

i同
義
語
|

ら
ぬ
と
の
t

ナ
ン(

K

 

c
a

l

 

g

s

を
容
れ
る
と
き
は
、
所
謂
|

法
は
、
i

於

選

I

 

し
て
蜃
に
於
て
.は
、
セ
イ
以
前
に
ボ
ァ
ロ
丨
に
よ
つ
て
樹
立
さ
れ
た
、
と
I

I

ま
れ
f

 

I

併
し
な
が
ら
、
假
令
ボ
ァ
口 

丨
の
f

「

I

」
が

「
唐

」

と
同
義
語
で
あ
る
と
し
て
.も
、
彼
に
は
所
謂
三
分
法
|

て
設
け
ら
れ
る
三
個
i

外
I

こ 

「

g

m

Q

 

I

l

f

 

Iつ
て
、
_

上
か
ら
：見

れ

辰

s

i

l

l
と
I

い
。
或
は
、 

ホ

ァ

エ

I

I

I

篇」
は「

響

產

篇

」

の
續
き
で
あ
る
I

、
形

少

く

.と
も
實
I

於 

て
は
三
分
し
た
の
で
あ
る
、
と
の
.論
も
立
.て
ら
れ
得
る
か
も
知
れ
な
い
が
V

私
は
、：斯
か
る
親
を
し
て
ま
で
も
ボ
ァ
口
丨
|

分
法

I

l

f

す
る
よ
り
も
、
寧
ろ
卒
直
に
、
I

I

為

I

於

て

產

塞

I

つ

產

分
法
I

の

「

經

濟
#」

^
一
 

i

版
に
^

ま
る
と
做
す
を
至
當
と
す
る
と
考/

る(

A

O 

•

ば

七

イ

は
f

 

f

の

み

暴

f

し
て
f

f

矣

な

か

？
た
か
、
產

i

:

l

へ

た

る

所

質
I

は
全
然
庇

各

て

あ

つ

た

力

。

S

た

、

世

人

は

三

分

法

と

の

關

係

に

於

て

は

セ

イ

を

想

起

す

る

こ

と

を

忘

れ

な

い

が

、

四

分

法

と

S

I

於
 

て

f

想

f

ざ

と

S

り

5

い

や

ぅ

で

I

。

i

l

l

立

し

た

こ

I

の

み

I

れ

て

他

I

ふ

I

な

か

り

し

こ
 

i

か

、

或

は

彼

の

『

經

|

の

み

真

の

、

f

認

め

て

他

の

#

作

|

み

な

か

つ

た

i

f

の

か

、

或

は

四

分

法

の

_

;

 

客

？

f

す

s

因

る

も

の

力

は

何

れ

で

あ

る

忙

し

て

も

、

f

党

彼

に

議

覺

り

や

否

や

を

考

へ

て

見

よ

ぅ

と

も

 

r L
な

い

f

少

く

な

い

O

S

き

に

至

？

は

、

セ

イ

に

は

交

換

I

し

と

響

し

て

f

學

f

あ

る

(

§

併

し

な

が

ら

、
此

I

 

斷

は

W

I

合

し

な

い

0

所

證

分

法

な

る

も

の

が

ジ

ェ

丄

ズ

-

ミ

ル

に

始

塞

と

做

す

こ

士

に

は

世

真

論

な

き

所

で

ぁ

る

が

如

く
で
あ
り
、
又
セ
ィ
が『

經
濟
學』

に
於
て
は
三
分
法
確
立
後
は
之
を
0

執
し
て
遂
に
交
振
.篇
を
設
け
る
こ
と
な
か
0

し
こ
と
も
部
® 

で
あ
る
が
、
.彼
が
千
八
西
二
十
八
ハ
牛
か
ら
九
苹
に
掛
け
て
公
に
し
た
る『

經
濟
擧
講
義』

(

。
證

c
o
m
p
s

 

i
o

n
!

 

p
o
l
i
t
f

 

p
r
a
t
i
q
u
e
)

に
泠
て
は
明
か
に
交
換
篇
を
設
け
て
焐
る
こ
と
も
事
實
た
る
の
で
あ
る
。
同
臀
は
⑴
赏
の
生
產
.
(2
)
經
濟
學
朌
到
の
各
租 

產

業

へ

.の

應

用
• 

$交
換
と
貨
幣
。
(4
)

社
#
經
濟
に
及
ぼ
す
制
度
の
影
響•

£

社
#
に
於
け
る
所
得
分
配
丸
法
•
(6
)

人
|;
1

|
の
數
|1
と
境 

m

•の
社
#

に

浮

る

⑽
双
•
(8
)

財
政
-
(9
)

補
論
の
九
篇
に
分
た
れ
て
f

、
交
^

論
は
其
の
m

一
 

i

に
据
ぇ
ら
れ
て
思
る
の
で
あ

る c
7
〕oセ

ィ
の
交
換
論
に
於
て
取
扱
は
れ
て
.
f

 

■

は
大
體
に
於
て
三
大
部
分
に
分
た
れ
得
る
。
第
一
は
交
換
そ
の
も
の
を
取
扱
ふ
部
分 

I

っ
て
、
そ
れ
は『

經

霞

講

義』

に
あ
-っ
て
は
第
三
篇
第
一
部
に
收
め
ら
れ
た
る
五
個
の
奪
、『

經
濟
學』

に
あ
っ
て
は
第
一
篇
第 

十
五
章
、
第
士
ハ
章
、
第
二
十
一
奪
の
.键
頭
、
並
び
に
第
二
篇S

最
初
-の
三
章
、『

經
濟
學
間
答』

(
c
a
t
e
c
h
l
i

 

d
m'
c
i
m
l
e 

p
o
l
i


t
i
q
u
e
)

 

に
あ 
っ
て
は
第
ナ
六
？

於
て
展
關
せ
ら
れ
て
席
る
。
第
一
一
の
部
分
は
貨
幣
を
取
微
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は『

經

濟

置

義』 

に
あ
っ
て
は
第
三
篇
逛
一
部
に
收
め
ら
れ
た
る
第
六
章
乃
至
第
十
六
摩
の
十
一
奪
、『

經

霞

』

に
あ
っ
て
は
第

一篇
第
ニ
十
，.一
萆
乃
至 

第
二
十
九
謂
、『

襲

浦

答

』

に
あ
っ
て
は
^
士 

一•軍
に
於
て
述
べ
ら
れ
て
思
る
。
而
し
て
第
三
の
部
分
は
貨
幣
の
代
表
記
妙
即
ち
手 

形
を
取
扱
ふ
部
分
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は『

經
濟
學
講
義』

に
あ
-っ
て
は
望
篇
第
三
部
を
ボ
む
る
第
十
七
靡
乃
至
第
一
一
十
•一
 

■軍
の
五
草
、 

『

經
濟
S

に
あ
っ
て
は
第
三
十
章
、『

經

霞

問

答』

に
あ
っ
て
は
第
十
三
蕾
於
て
說
述
さ
れ
て
f

。
本
篇
に
於
て
は
右
第
一
の
部 

分
に
顶
間
さ
れ
て
席
る
も
の
を
土
と
し
之
を
補
ふ
に
他
の
關
係
個
所
に
散
在
す
る
意
見
を
以
て
し
て
:|
-
1ハ
の
要
贺
を
考
祭
し
て
31
,ょ
ぅ 

ジ
*
ベ
•
セ
ィ
の
交
換
論 

四

四

一

(
一

九
W
七)

{

j

^
s
^
-t
Kメ？u 
? \ 

^̂
.ぺ 

A 3
 

? 

T
T
. 

” 

けプノJ:
h
 
t
 

?
«
f 

— 

,ff
y
-
< 
3? 

f 
f
 

r
 
y
 

t
-
N 

* 

w
. 

K̂r
 

w、
#■
メ
 

 ̂
、
 

3- \
J
.
3
 

x.
7 

f



ジ
•
ベ
•
セ
ィ
の
交
換
諭

四
四
ニ 

(

一
 

九
四
八〕

?

>

三
田
學
會
雜
誌
、
箜
ー
十
卷
第
ニ
號
、
丁
ニ
頁
。

ハ2

)

 

C
ann

a
n
, 

Theon.es of Production 

a
np4Distribution, 

1
9

2
0
, 

I
l
J
d

 

ed., p. 

3
3

(

3

理
は
は
遠
ふ
力
鬼
にC

ボ
ァ
ロ
丨
を
三
分
法
の
始
め

W

す

る

寶Q
1

例
を
故
福
田
博
士
に
見
る
。
.日
く

1

キ
ャ
ナ
ン
氏
の『

J

分 

配
證
史』
辱

东

に

は

7

佳

.其
の
雪
第
二
版
に
至
つ
て
始
め
て
三
分
法
裏
つ
た
S

て
黯
に
重
I

置
い
て
I

I

.
 

す
。
希
し
左
f

す
るW

ボ
ァ
T

の
方
が
先
き
に
.な
る
譯
で
あ
I

す」

ゴ
0

但
し
、
博
士
は
直
ち
海
を
繼
い
で「

併
し
r

太 

其
の
S

版
に
於
I

こ
そ
分
ち
I

ん
.で
し
た
が
、
§

2

一
分
し
た
の
で
、
ボ
ァ
す
は
其
を
ヤ
コ
.ブ
か
晝
ら
に
孫
引
し
た
13
.
|
 

過
ぎ
な
い
の
で
あ
I

す
。」
毛
セ
ィ
の
.爲
に
辯
じ
て
s

。
I

濟
學
原
理』

讓

及

生

靈

*
改
造
社T

變

I

集」

第
二
卷
、

S

高
橋
誠一

郞
敎
授
は
、
七
ィ
の『

經
|

』
第
二
版
に
至
つ
て
明
碗
に
三
分
の
法
I

ら
れ
た
f

明
記
せ
ら
れ
て
f

o
 

I

I

 
‘ 

學
史』

上
卷
、一

八
六
丨
七
頁
。
'

> 

, 

..

0
0
)

ジ
エ7
ム
ズ•
ミ
ル
が
四
分
法
の
創
始
？

認
め
ら
わ
て
居
る
。
彼
は

f

 
i
 of p

o
l
l

 E
c
c
n
l

 

I

?〕

生 

產
論<
2〕

分
酏
論
含
レ
交
換
論
ふ
さ
消
費
論
の
四
篇
別
を
立
て
た
。

’

S

福
田
博
士 

i

一
 

例
で
あ
る
。
博
士
日
*『

今
日
？

な
經
霞
の
分
類
を
立
て
た
始
め
の
學
者
た
る
デ
ャ
ン
•バ
チ
ス
ト
f

は
交
f

裏

雪

S

め
ま
i

、
i

證

爵

繁

I

に
I

f

す
。
產

義

f

1

を
力
へ
た
の
は
^
國
の
ジ
工
ー
ム
ス
•
ミ
ル
で
あ
り
ま
す」

7
0

?

w『

I

學
講
義』

に
於
け
る
九
麗
の
中
で
、
實
質
的
に
見
れ
ば
-
第
二
篇
I

四
篇V

は
共
に
第一

篇
の
應
用
論
又
は
續
論
で
あ
り
、

第
六
篇
は
證
篇
の
績
I

t

、
第
八
篇
は
第
七
篇
の一

部
i

ら
れ
f

か
ら
、
同
.言
篇
別
方
法
は
大
體
に
於
て

1

•交
換
• 

.
分
诜
*
消
費
の
四
分
法
.|
1

整
理
せ
ら
れ
得
る
こ
ミ
は
往
9
す
べ
き
で
ぁ
る
0

セ
イ
の
交
換
論
に
於
て
注
目
を
惹
く
所
の
も
の
の一

つ
は
、
彼
が
交
換
は
財
と
.財
と
I

換
で
あ
る
こ
と
を
强
調
し
て
居
る
點
で
あ 

る
。
文
明
社
會
に
於
て
は
交
換
は
普
通
に
は
財
と
貨
幣
と
の
開
に
行
は
れ
る
の
で
あ
つ
て
、

そ
れ
は
.
貨
幣
を
與
へ
て
財
を
受
取
ゐ 

購
質
と
、
財
を
與
へ
て
貨
f

受
取
る
賣
却
と
の
形
態
を
取
る
。

管
に
セ
イ
は
、

此
の
貨
幣
な
る
も
の
は
交
換
の
終
局
的
目
的
物 

(
t
e
r
m

ろ
に
あ
ら
ず
し
て
、S

に
交
換
の
要
具(

1

2

1)

に
過
ぎ
ず
と
す
る
。
響

す

れ

ば

、
商
品
を
寶
つ
て
得
た
る
貨
识
は
化 

の
商
品
S

人
の
用
に
供
.せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
幕

は

f

し
商
品
と
買
入
る
べ
き
商
品
と
の
交
換
の
媒
介
物
に
過
ぎ
ず
し
て
、
交 

換
.は
商
品
と
商
品
と
の
問
に
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
。
貨
格
な
き
時
代
に
於
て
物
.々
交
換
の
行
は
れ
る
場
合
は
勿
論
貨
幣 

の
使
用
せ
ら
る
4

代
に
於
て
貨
幣
£

し
て
財
を
授
受
す
る
場
合
-

於̂
て
も
、
S

は
商
品
と
商
品
と
の
交
換
が
行
は
れ
る
の
て
あ 

る
と
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
，意
見
は
彼
の
有
名
I

市
場
理
論(

H

f
ダ

家

I

I

®)

中
に
於
て
確
立
せ
ら
れ
て
居
る
s

o
即 

ち
彼
は
、『

經

霞

問

答』

に
於
て
は
第
十
一
帝
十「

交
換
及
販
路
に
就
て」

の
劈
頭
に
於
て
、
S

換
と
は
如
何
な
る
も
の
I

や」

と
の 

設
出
€
.對
し
て
、「

交
換
と
は
“

人
に
腸
す
る
.

1

物
件
と
他
の
一
人
に
属
す
る
他
.の
一
物
件
と
の
交
易(

t
r
o
o

な
り」

と
答
へ
る
。
然
ら 

ば

「

■

と

購
入
と
は
交
換
な

り

や」

と
の
設
問
に
.對
し
て
は
、「

賣
却
は
或
る
額
の
貨
幣
に
對
し
て
自
己
の
商
^
に
就
て
行
ふ
交
換
な 

り
、
購
入
i

商
品
に
對
し
窗
し
の
貨
幣
に
就
て
行
ふ
交
換
な
り」

と
答
へ
て
居
る
が
芝
、
次
で
商
品
の
寶
刹
の
目
的
如
和
と
の
設
”
に 

對
し
て
、
そ
は
此
の
得
た
る
貨
幣
を
他
の
商
品
の
請
入
に
使
川
せ
む
と
す
る
に
在
り
と
答
へ
、
之
ょ
り
簾
し
て
、
課
も
勝
入
も
眞 

實
に
於
て
は
_

物
の
交
換
に
外
な
ら
ず
、
人
は
誓
所
の
、
欲
管
有
せ
ざ
る
生
産
物
を
、
買
ふ
所
の
、
使
用
せ
.む
と
欲
す
る
生
產

ジ
ム
•
セ
イ
の
交
換
雕
. 

、

例
四
三

(
一

九a

九〕
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f

交
換
す
I

I

々
.と
述
べ
て
席
る
I

又『

經
濟
擧
講
義』

に
於
て
は
、「

分

業

は

產
f

し
て
皇
の
唐
物
の
一
部
分
以 

.上
を
鍵
す
る
と
と
能
は
ざ
ら
.し
む
る
を
以
て
、
彼
等
は
_

生
I

Q

.響

し

得

る

趣

者

I

め
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至

る

。

彼
等 

は

裏

志

#

S

於
て
販
路
と
呼
ぶ
所
の
もQ

、

即

ち

塵

Q

欲
す
る
もQ

と

唐

Q

趣

せ

.

f

Qと
の
塞
を
遂
行
す
るg

手 

段
I

孕

る

こ

と

墓

す

。

」
「

此Q

手
段
は
何
物
よ
り
成
る
.や
？

：
人
或
は
慌
し
く
そ
は
貨
幣
t

と
答
ふ
べ
け
む
。
予
は
之
に
同 

?

。
F

も
予
は
敢
品
.ふ
、
此Q
貨
幣
は
質
は
む
と
欲
す
る
人
々Q

:

手

忠

如

何
I

手
■

よ
り
て
到
達
す
る
す
.他Q

生
鹿
物 

S

I

に
よ
り
て
獲
得
.せ
ら
る
る
こ
と
を
耍
す
る
に
あ
ら
ず
T

 

5

む
と
欲
す
る
，容
は
先
づ
寶
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
.而
も
彼
の
資 

.

o

f
逆

の

もQ
.

装

Q

產

し

た

る

もQ
又
は
人
の
彼
の
證
農
し
た
t

の
以
外
に
出
づ
る
こ
と
能
は
ず

。

」
「

人
の
生
產
物
を 

f

や
產
物
を
以
て
す
f

の
な
り
/

4〕

龜
ベ
て
席
る
。
彼

は「

备

生

沾

上

の

齡
は

、

_

Q

取
引
を
總
ベ
て
f

の
物
々
.
 

交
換
に
外
な
ら
ざ
ら
し
め
變
を
し
て「

時
的Q

役

馨

行

ふ
i

ぎ
ざ
ら
し
む
る
所
の
、
交
換
の
理
論
晶
聯
す
f

の
な
り」 (

5〕 

と
す
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
著
者
の
所
謂
塞
論
に
於
て
は
財
の
靈
、
即
ち
一
.方
的
移
動
を
示
し
て
相
方
的
交
換
の
印
f

强
く
與 

へ
ざ
る
に
反
し
七
ィ
に
於
て
は
文
字
通
り
財
の
相
互
的
交
換
な
る
、こ

と

を

强

く

印

象

.
'せ

し

め

.
て

言

。

T

o
 

論
は
、『

純
濟
學』

に
於
て
接
の
_

にW

つ
て
翁
又
は
不
利
な
票
情
のI 

S
し
£

扱
ば
れ
て
！
^
っ
.て
.第
i

 

C

J
 

f

f

^;
T
-五
ォ
に
於
て
又『

き
濟
良
_
義』

に
於
て
は
组
產
物
の
腋
路
に
大
小
あ
ら
し
む
る
姑
因
マ
こ
て
収
扱
ば
れ
て
第
三
篇
ハ
交 

換
篇 >

 

第
ニ
草
に
於
て
展
開
さ
れ
て
^

る
。
11
1

に『

マ
ル
サ
ス
坎
に
與
ふ
る
街
翰』

(

に
.

|

'容
客
|
1
1
5
,
.
1
8
2
0

に
於
て
は
全
卷 

を
擧
け
て
此
の
間
題
を
•取
扱
っ
て
f

。
拙
稿「

_

消
§

均
衡
に
關
す
る
擊」

第
十

九

卷
第
四

號

所

載

ズ

®
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三

，
セ

イ

が

交

換

.は

生

奄

彻

>
生
產
物
と
の
fi
l
lに
行
は
れ
る
と
す
る
こ
と
右
の
如
く
で
あ
る
が
、

一
方
で
彼
は
生
産
物
叉
は
富
は
憤
値
ょ 

o

成
る
と
す
る
C
A
O
.
從
て
彼
の
說
は
、
之
を
換
言
す
.れ
ば
、
交
換
は
價
値
と
债
値
と
め
問
に
行
は
れ
る
、
と
云
ふ
に
在
る
こ
と
と
な
る 

の
で
あ
る
が
、
此
の
憤
値
は
如
何
な
る
割
合
で
交
換
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
ヵ
。
此
の
1
.に
辭
し
.て
は
セ
イ
の
^,
時
ま
で
に
一
|說 

あ
つ
た
。
第
ー
は
五
に
等
し
き
惯
俯
が
交
換
せ
ら
れ
る
と
做
す
も
の
で
あ
り
、
第
ニ
は
小
な
る
價
値
を
與
へ
て
大
な
る
惯
俯
を
受
取
る 

と
故
す
も
の
、
即
ち
等
し
か
ら
ざ
る
價
値
が
交
換
せ
ら
れ
る
と
做
す
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
當
時
ま
で
寧
ろ
一
般
的
に
行
は
れ
た
も
の 

で
あ
つ
て
、
ケ
ネ
一
に
ょ
つ
て
も
採
||
]

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
9

、
後
翁
は
此
の
意
免
に
反
對
し
て
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
クc

o
o
n
d
i
l
l
a
c
)

が 

發
表
し
て
居
る
所
で
あ
る
，Q
:然
る
に
セ
イ
は
第
.一
說
を
執
つ
て
第
二
說
に
反
對
し
て
焐
る
。
北
ハ
の
意
見
は
、
商
業
の
坐
產
的
な
る
所
以 

を
.論
ず
る
筒
所
に
於
て
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
說
に
對
す
る
批
評
中
に
表
は
れ
て
居
る
。

3
.ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
の
云
ふ
所
は
次
の
如
く
で
あ
る
。「

抑
~
苦
人
は
商
人
に
何
物
を
負
ふ
や
。
诺
し
世
人
の
想
像
す
る
が
如
く
に
恶
人 

が
常
に
等
價
値
の
坐
產
物
を
等
憤
値
の
他
の
虫
產
物
と
交
換
す
る
も
の
な
り
と
せ
ば
、
交
換
を
幾
倍
す
る
も
效
な
か
る
べ
し
。
祺
前
に 

於
て
も
翦
後
に
於
て
も
常
に
同
敷
の
價
俯
又
社
常
を
砰
す
る
.
/
Cと
と
な
る
ベ
け
む
。」

「

さ
れ
ど
、
交
換
に
於
て
人
が
等
惯
値
に
對
し
て 

等
憤
値
を
.與
ふ
と
云
ふ
は
誤
れ
り
。
反
對
に
、
各
製
約
客
は
常
に
大
な
る
價
値
に
對
し
て
小
な
る
愤
値
を
與
ふ
る
な
り
。」

「

若
し
人
が

ジ
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常
に
等
憤
#
に
對
し
て
等
價
値
を
交
換
し
た
り
と
せ
ば
契
約
者
の
何
れ
に
と
り

.
'

て
も
何
等
利
得
す
る
所
な
か
る
ベ
し
。
然
る
に
双
方
と 

も
に
利
得
す
、
或
は
利
得
す
べ
き
笛
.な
り
。
其
の
理
FI
1
如
何
。
臼
く
、
物
は
吾
人
の
欲
望
に
相
對
的
な
る
债
値
を
有
す
る
の
み
、
欲
望 

は

一

方
に
對
し
て
は
大
に
し
て
他
方
に
對
し
て
は
小
な
り
、
相
手
方
の
場
合
も
亦
同
じ
。」

「

利
益
は
相
互
的
な
り

」

C
4

〕

と

。

然
る
に
.セ
イ
は
此
の
：不
等
價
値
交
換
說
を
誤
れ
り
と
す
る
。
彼

は『

經
濟
學』

に
於
て
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ツ
ク
を
評
し
て
灵
ふ
。

「

コ
ン 

テ
ィ
ヤ
ツ
ク
は

M

ベ
て
の
商
品
は
、
之
を
寶
る
考
に
對
し
て
は
之
を
買
ふ
者
に
對
し
て
.よ
り
も
愤
値
小
な
る
も
、
そ
が
前
者
よ
り
後 

者
の
手
に
移
る
こ
と
に
よ
つ
て
價
値
の
增
加
を
來
す
、
と
主
張
せ
りa

さ
れ
ど
、
販
賣
と
は
一
商
品
を
與
へ
て
其
の
代
り
に
他
の
商
品 

例
べ
ば
貨
鞭
を
受
取
る
の
交
換
な
る
が
故
に
、
契
約
者
の
各
々
が
是
等
一
一
物
中
の
一
方
に
就
い
て
蒙
る
所
の
損
失
は
彼
が
他
方
に
就
て 

收
も
る
禾
賴
を
相
^

す
ベ
く
斯
く
し
て
.商
業
に
よ
り
て
生
產
せ
ら
れ
た
る
價
値
な
る
も
の
は
社
會
に
毫
も
#

す
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。 

故
に
コ
.ン
デ
ィ
ヤ
ツ
ク
の
主
張
は
誤
れ
り
と
沄
は

ざ

る

ベ
か
ら
ずC

.

:
:

常
に
賣
手
が
狡
精
を
事
と
し
買
手
が
欺
か
る
、
衆
の
役
目
を 

演
ず
る
に
あ
ら
ざ
.る
を
以
て
-『

若
し
常
に
等
箭
の
價
値
に
對
し
て
等
量
の
價
値
を
交
換
す
る
も
の
な
り

と

せ
ば
契
約
者
に
と
つ
て
は
何 

等
利
益
す
芯
所
な
か
る
べ
き
な
り』

と
の
コ
ン
デ
イ
ヤ
ツ
ク
の
言
は
理
甶
な
き
所
と
云
は
ざ
る
ベ
か
ら
ず」

(

5〕

と
。
セ
イ
に
あ
つ
て
は
、

®

値
等
し
き
二
個Q

唐
物
を
交
換
す
るQ

可

繼

は

常

袅

す

t

言

れ

、
若
し
讓
に
是
等
を
交
換
す
る
こ
と
能
は
ず
き
ば
、

是
等
の
生
產
物
は
疋
確
に
價
値
等
し
き
に
あ
ら
ず
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
0
58〕

0

兩
說
の
分
れ
る
极
本
は
何
れ
に
在
る
か
。

コン
，，

デ
ィ
ヤ
ツ
ク
は
、
世
人
が
自
己
と
反
對
の
意
見
を
抱
懷
す
る
に
至
つ
た
现
山
を
示
し 

て
云
ふ
。
世
人
の
此
の
點
に
關
し
て
陷
&
誤
謬
は
、
商
取
引
中
.に
^
す
る
物
に
就
て
恰
も
そ
れ
が
絕
對
的
倩
做
を
有
す
る
か
の
如
く
忆

^•
爲
す
る
こ
と
、
並
に
V

從
つ
て
^

換
.を
行
ふ
人
々
は
^
慑
値
に
對
し
て
等
掼
値
を
互
に
授
受
ず
る
こ
と
が
疋
鋒
に
合
ず
る
と
刹
斷
ず 

.

.る
こ
と
か
ら
來
る
。
世
人
は
、
兩
契
約
者
が
大
な
る
價
値
に
對
し
て
小
な
る
價
値
を
與
へ
る
こ
と
を
注
意
す
る
ど
こ
ろ
か
、
之
を
薨
も 

反
省
す
る
こ
と
な
く
し
て
そ
は
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事
柄
な
り
と
考
へ
る
'0
一
 

人
が
常
に
小
を
與
へ
る
■

實
あ
ら
む
が
爲
1C
は
他
方
力 

常
に
大
を
與
へ
る
程
に
欺
か
れ
易
き
人
物
た
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
が
、
斯
く
の
如
き
は
想
像
だ
も
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
朋
に
屬
す
る
、
 

と
思
惟
す
る
ひ
で
あ
る
？
、
と0

.

此
の
見
解
は
セ
イ
の
場
合
に
は
當
つ
て
居
る
。

コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
の
云
ふ
價
値
と
は
親
的
の
價
値 

で
あ
る
が
S

、
セ
イ
の
去
ふ
價
値
は
、
嘗
て
指
摘
し
た
る
が
如
く
S

客
觀
的
な
る
交
換
價
値
で
あ
る
。

主
觀
的
價
値
の
點
か
ら
見
れ 

J
H
、

双
方
と
も
に
小
な
る
價
肢
を
與
へ
て
大
な
.る
價
値
を
受
取
る
も
の
.な
る
こ
と
は
明
自
で
あ
つ
て
、
此
：の
點
は
、
交
換
が
自
己
に
必 

要
な
き
も
の
を
與
へ
て
必
要
な
名
も
の
.
.を
受
取
る
も
の
な
る
こ
と
、
欲
望
の
大
小
が
效
用
の
大
小
を
來
す
こ
と
、
效
丹
の
大
づ
が
#
姐 

の
大
小
を
來
す
こ
と
を
認
む
る
S

セ
イ
に
於
て
も
否
認
し
得
ざ
る
所
で
あ
，ら
ぅ
。

唯
、

セ
イ
は
主
觀
的
價
値
を
效
洲
に
外
な
ら
ず
と 

し
、
價
値
と
は
交
換
價
値
の
み
に
.限
る
と
做
し
て
居
る
が
故
に
*

右
の
命
題
を
n
K認
し
得
な
い
の
み
で
あ
る
。
セ
イ
の
立
場
か
ら
す
れ 

ば
、
ニ
つ
の
等
し
き
便
値
と
價
値
と
が
交
換
さ
れ
る
こ
と
は
當
然
.で
あ
る
。
蓋
し
、
'詐
僞
も
不
正
も
强
制
も
な
く
、
正
當
に
诌
然
に
行 

は
れ
た
る
交
換
に
於
て
は
、
交
換
兩
當
鄯
盏
は
自
利
の
點
か
ら
見
て
受
く
る
も
の
以
上
を
與
へ
ざ
ら
む
と
す
る
か
ら
で
あ
る
C10
}。

.

(

1

) 

Trait

J5'
L
l
v
，
Ij 

p
. I,

Tea 

ノ 

_ 

J
s

、T '
1

こ
次
の 

一
fo
が
あ
るo 

土
： . .Je

.

.
 c

o
m
m
e
r
c
e
p
e
s
t

 

q
ucr
n
aKchange 

de valeur pour v
a
k
u
r

fB
>
g
a
l
e
s.
: 

:
J
o>
J
a
_
cr
y
§
nl
a

か 

ces valsrs il n
V

 a. ni perte

s.Jes. contractants. 

5 Quesnay, 

GEuvres 

E
c
o
n
o
m
J

voues 

et Philosopniques, 

par

T

ベ
•
セ
イ
の
交
換
論
. 

四

四

七

(
一

九
五
三)



,
ジ
•
ベ
•
セ
イ
の 

4四

四

八

(
1

九
五
四〕

o
n
c
k

-s, 

p. 

5
300
.

C
3

)

 

T
r
a
i
^
I
4
v
.

 

I
W-9
. 2

; 

Cours, 

Ile.p̂
rtie, 

p
 xiIT.

(

4

>
-oondmac, L

e

o
o
s
l
c
e 

et le G
l
r
n
e
i
t
,

 I
-
p
i
e
,

 

p
 6. (

0
.
1
i 

c

l

l

f

, 

I00
2
I
, 

T
o
m
e

 4, p. 41 
•。
ノ 

ハ5〕

T
r
a'.
f

Llv. 
I, 

p
 2. 

C
;
V
L
&
., p. 

6
3
.
4
0 

c5a) 

Trdt，

w>
p
i
t
o
l
, 

art.

w>CIlan

赏 

C
6

) 

0§
&21ac, op. dt, p. 

44.

0
)

コ
ン
デr

 
ヤ
ッ
ク
に
次
の
言
あ
り 

o

l
 

dit q
u
f

 

o

f
 

S

I
 

l
o
r
f

 lie sert k 

q
u
e
f

 

s
.
i 

.
d
e
l

 b
e
s
o
l
f
’l
y
a
a
s

 

l
.

l
t

,
_

 restigns p
l
f
u
i
?
.
.

 :
0
r

 

I

 e
l
c

 est ce 

que 

n
i 

a
p
l
n
s

 

valeur.- ?

 

dt, p. 

s.) 

C
8

)

.

(

9
V
.求
誌
第
十
九
|

ナ
一
號
、
五
§

。
(

10〕
c
。

J
 

m
e 

Partie, 
p
 I

V
.
9

I67
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‘

：

装

し

交

贽

し

著

i

し
I

値
品
に
行
は
れ
る
m

ば
、
交
換
は
f

て
如
何
I

利
益
を
與
へ
る
か
。
そ
れ
が 

社
#

の
經
濟
に
於
て
占
め
る
位
超
又
は
演
ず
る
役
割
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
：る
'かo 

.

.

ガ
の
"

^

に
か
-̂
て

は

七

:̂
は

先

つ

第

一

に

文
換
は
甯
に
附
減
を
來
す
も
.

の
に
.あ
ら
ざ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。「

相
等
し
き
一
一

财
3
^

 

低
に
就
て
行
は
る
、
交
換
は
、_
社
會
に
係
す
る
價
値
の
.總
額
を
%

加
.
せ
，し
む
る
こ
と
な
.
く

、

又
減
少
せ
し
む
る
.

こ
と
も
，な
L

O

相
等
し 

t
ざ

る

一：一'個
の

嗰
値
办
次
換(

f

交
換
章
の
.：

一

方
が
他
方
を
欺
く
場
合
め
交
越)

.'
も
亦
、
：假
令I

方

參

產
f

奪
ふ
所
の
も
D

を
他
方
の
資
產
に
附
加
す
る
こ
と
と
な
る
と
は
云
へ
、
社
會
の
價
値
の
總
額
に
は
何
等
の
變
化
を
も
來
さ
し
む
る
こ
と
な
し
。
交
換
せ 

ら
る
X 
ニ
個
の
物
件
は
、
爲
に
從
前
に
比
し
て
價
値
を
增
す
こ
と
も
な
く
、
又
之
を
減
ず
る
と
と
も
な
し
し
0
-
0と
0
促
し
、
li
f
eの
^

は
、

セ
イ
が
寶
買
と

^
ふ
交
換
を
業
と
す
る
商
業
を
不
生
産
的
な
り
.

と
す
る
こ
と

を

決

し

て
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
。

セ
イ
に
あ
つ
て
は
、 

交
換
は
商
業
の
本
質
を
構
造
す
る
も
の
で
な
い
、
商
業
の
本
質
を
_

成
す
る
も
の
は
物
を
効
;1
]
少
き
所
か
ら
效
川
多
き
所
に
齋
ら
す
遝 

送
に
外
な
ら
な
い
、
商
業
は
交
'a
に
ょ
つ
て
银
產
せ
ず
、
運
搬
に
ょ
つ
て
生
產
す
と
せ
ら
れ
て
居
る
9

W

O又
彼
は
、
交
換
は
社
#
の 

經
濟
に
於
て
极
本
的
の
第
實
た
る
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
も
指
摘
す
る
。
日
く「

人
は
各
々
1,
1
己
の
生
產
す
る
所
の
も
の
の
極
め
て
小
部 

分
を
自
家
州
と
し
て
衍
保
す
る
に
過
ぎ
ず
し
て
、
社
會
に
於
け
る
生
產
物
の
最
大
部
分
、
否
、
殆
ん
ど
全
部
は
、
交
換
の
結
姐
と
し
て 

の
み
消
費
せ
ら
る
、
も
の
な
り」

と
の
骐
實
に
栽
い
て「

世
人
は
交
換
を
以
て
富
の
生
產
の
极
本
的
逛
礎
た
o

と
信
じ
た
る
も
、
そ
は
.
 

誤
り
な
り
。
交
換
は
附
た
り
に
行
は
れ
る
に
過
ぎ
ず
。
此
の
事
は
、
各
家
族
が
其
の
消
®

物
件
の
全
部
を
生
產
す
る
場
合
に
は
、
假
令
、
 

何
等
の
交
換
の
行
は
る
\
も
の
な
く
と
も
社
#

は
立
ち
行
き
得
べ
き
に
微
し
て
明
由
な
り
/

J
。「

港
し
各
人
が
自
己
の
必
要
と
す
る
一
 

切
.の
坐
產
物
を
创
造
し
而
し
.て
之
を
消
赀
す
る
も
の
と
せ
ば
、
本
来
の
意
味
に
於
け
る
交
換
な
る
も
の
は
一
も
#

す
る
こ
と
.な
か
る
ベ 

き
な
り」

(

4〕

と
。

然
ら
ば
セ
イ
は
交
換
の
役
割
を
如
何
な
る
點
に
認
め
る
か
。
m

は
之
を
、
交
換
が
分
業
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
點
に
認
め
て
居
る
の 

で
あ
る
。
即
ち
云
ふ
。「

各
人
は
共
の
欲
望
が
彼
を
し
て
消
費
せ
む

と

欲
せ
.し
む
る
坐
產
物
の
全
部
を
創
造
す
る
こ

と

能
は
ず
。

に 

云
へ
ば
、
蒞
し
生
產
の
ー
切

の

要

素

を

所

有

せ

ば

此

の

事

も

可

猫

な

る

べ

き

も

、

斯

く

せ

.ば

多

大

の

不

利

を

伴

ふ

こ

と

と

な

り

、

生

產
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C
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五
六) 

せ
ら
る
、
物
の
分
量
は
使
用
せ
ら
る
、
手
段
に
此
し
て
頗
る
僅
少
と
.な
り
、
從
て
自
己
の
配
慮
を
.以
てS

己
の
家
族
の
最
も
緊
要
な
る 

欲
望
に
應
ず
べ
き
も
の
.を
取
得
す
る
i

能
は
ざ
る
べ
し
。
蓋
し
、
若
し
食
料
品
の
坐
產
に
沒
頭
す
と
せ
ば
、
布
の
：製
作
に
無
知
た
る
に

至
ら
む
0
-
-
單
に
社
會
の
諸
職
業
を
修
得
せ
む
が
爲
に
は
一
生
涯
を
以
て
足
れ
り
と
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
二
の
琪
業
を
行
ひ
つ
、

あ
る
01
]

は
他
の
事
業
に
適
す
る
材
能
と
資
本
と
を
無
爲
に
放
置
す
る
を
要
す
べ
き
を
以
て
な
り
。
.
職

業

分

岐

の

因

て

來

る

所

.±
即

.ち
斯
く
の
如
し
0

：

:此
の
做
に
、
人
は
交
換
に
ょ
り
て
自
己
の
.製
作
に
係
る
物
の
金
部
を
手
離
し
、
以
て
自
己
の
必
要
と
す
る
物
を 

獲
得
す
る
を
要
す
。
自
己
の
消
赞
し
得
る
物
例
へ
ば
小
麥
を
坐
產
す
る
人
々
す
ら
も
自
ら
之
を
消
費
し
得
る
は
一
部
分
に
過
ぎ
ず
、
象 

具
又
は
衣
服
を
得
む
が
爲
に
は
交
換
に
依
る
こ
と
を
要
す
る
な
り
。
此
の
一
蕻
は
、
交
換
が
社
#
の
經
濟
に
於
て
演
ず
る
大
.&
る
役
割 

を
菩
人
に
示
す
。
交
换
の
便
{JL
あ
る
に
因
り
て
、
各
人
は
自
己
の
生
産
手
段
の
許
す
限
.り
何
處
ま
で
も
僅
か
に
一
種
の
生
產
附
の
製
作 

?:
推
し
進
む
る
こ
と
を
得
、
此
の
坐
產
物
を
以
て
自
己
の
家
族
の
維
持
に
必
要
な
る
.
一
切
の
も
の
を
取
得
す
る
を
得
る
な
り
/

£
と
。

c
l

)

H

3

Fw>
p
{
t
o
s
, 

a
r
t

的ch
s
g
e
s
.

此
の
意
見
は
"
交
換
は
.等
債
値
間
に
行
は
る
^
做
す
意
見
か
ら
當
然
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
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.
交
換
の
可
能
性
は
セ
イ
の
.所
謂
承
認
せ
ら
れ
.た
る
儇
値
：の
..觀
念
.に
導
き
、
從
.て
慎
格
.反
：び
時
慎
'
CPJ-ix..,COUJrimt)'“

(D':

觀
念
.に
■導
く
。

.

:
-
~
,
-
|
:
'
i
l
-
—f
k

v-
a 

j

_■ 

-
c
e
l
i
a
i
l
i

セ
ィ
に
據
れ
ば
>「

物
の
價
他
と
は
物
の
値
す
る
所
の
も
の」

即

ち「

罟
人
が
此
の
物
と
.交
換
に
取
得
し
得
る
所
の
評
價
可
能
の
他
物
の 

分
量J

C
A

を
沄
ふ
。
然
る
に
文
明
社
會
に
於
て
.は
、「

一
物
と
交
換
に
取
得
せ
ら
れ
得
る
評
愤
可
能
の
他
物
中
に
貨
幣
が
あ
る
し
。「

人
が 

1
物
を
得
む
が
爲
め
に
與
へ
む
と
す
る
貨
幣
の
分
置
、
之
を
其
の
物
の
價
格
と
名
け
る
/

S
。
而
し
て「

若
し
物
の
所
有
索
が
之
を
手 

離
さ
む
と
欲
す
る
に
.當
て
，其
の
價
格
を
獲
得
し
得
る
こ
と
確
實
な
る
場
合
に
は
、
此
の
惯
格
を
ば
、
與
へ
ら
れ
た
る
時
•
處
に
於
け
る 

其
の
物
の
時
價
と
沄
ふ」

2

°

時
價
は
價
値
の
.現
代
的
に
し
て
而
も
現
實
的
な
る
形
態
に
外
な
ら
な
い
。‘
セ
ィ
は
此
の
時
價
が
如
何
や 

ぅ
に
し
て
決
宛
さ
れ
る
か
を
說
明
す
る
?

^
說
明
は
、
供
給
量
を
任
意
に
增
加
せ
し
め
雛
き
商
品
の
場
合
に
も
及
ん
で
屈
り
、
時
债
又 

は
共
の
最
高
限
度
が
政
府
の
手
で
宛
め
ら
れ
る
所
謂
公
夂
M

格
に
も
言
及
し
て
席
る
が
S

.
主
た
る
部
分
は
任
意
に
生
產
額
を
增
し
得 

る
商
品
の
時
價
が
自
然
的
に
处
宛
さ
れ
る
場
合
の
考
察
に
充
て
ら
れ
て
展
る
。
今
、
考
察
を
後
煮
の
範
園
の
み
に
限
免
し
て
之
を
兒
る 

に
、
需
要
佻
給
の
理
に
ょ
つ
て
說
明
し
て
席
る
こ
と
は
平
凡
で
あ
る
が
、
而
も
幾
分
か
現
代
的
の
も
の
と
は
趣
を
異
に
し
て
思
る
所
が 

,あ
女
、
又
當
時
の
通
說
か
ら
兒
て
幾
分
か
注
目
に
値
す
る
所
も
あ
る
。

セ
ィ
は
一
方
に
於
て
供
給
の
側
の
事
情
を
說
明
す
.る
。
抑
"
佻
給
量
と
は
其
の
.供
給
が
形
式
的
に
表
明
せ
ら
れ
た
る
分
量
と
一K

ふ
の 

み
に
あ
ら
ず
、
典
の
現
在
の
所
有
者
が
他
の
商
品
と
.交
換
に
讓
波
せ
む
と
す
る
意
|1
(
心
あ
る
商
品
の
分
量
、
即
ち
相
場
に
て
賣
ら
む
と
す 

る
意
思
あ
る
商
品
の
分
置
を
指
す
の
で
あ
る
が
C

&、
此
の
分
量
は
如
何
に
し
て
宛
ま
，る
か
0

そ
れ
は
價
格
に
反
比
例
し
て
宛
ま
る
、
と 

彼
は
云
ふ
。
彼
は
、
世
人
が
物
は
佻
給
少
き
ほ
ど
高
價
に
し
て
#

^
多
き
ほ
ど
|1
^

な
り
と
沄
ふ
の
み
に
て
、
供
給
楚
も
需
耍
量
も
共 

に
物
の
價
格
の
原
因
た
ら
ず
し
て
北
ハ
の一

結
艰
た
る
と
に
注
意
せ
ざ
る
旨
を
指
摘
し
た
る
後
、「

交
換
に
於
て
人
は
物
を
低
廉
な
る
が
故
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に
多
量
に
伸
^

す
る」

と
沄
ふ
2

0
而
も
彼
は
、此
の
分
ft
は
.生
產
費
に
よ
つ
て
制
限
さ
れ
る
と
す
る
。
此
の
事
は
、
需
要
の
增
大
に
伴

つ
て
生
產
f

增
し
當
量
を
？

ほ
.

S
々
.唐

的

馨

Q

_

_

Q

騰

靈

よ

っ

て

塞

費

が

高
f

遂
に
引
合
は
.な
く
な
る
と

の

說
S

か
t

證
明
さ
れ
f

Q

で
.

I
が
、
彼
は
別
に
、
ニ
個
の
I

物
の
交
換
の
割
合
S

化
す
れ
ば
、
之

錾

I

利
と
な
っ
た 

も
の
は
坐
赛
が
下
り
不
利
と
な
っ
た
も
の
は
盡
費
が
.高
$

た
と
同
一
の
結
損
に
な
る
か
ら
、
盡
は
前
者
に
於
て
擴
大
さ

れ

後 

者
に
於
て
雜
少
さ
れ
、
結
局
雨
者
が
舊
の
割
合
に
復
歸
す
る
に
至
る
皆
を
述
べ
て
S

-
供
給
量
に
對
す
る
生
慶
の
制
眼
作
用
を
霸 

し
て
思
る
。

.

次

に

麗

Q

侧Q

霸

を
見
る
に
、
彼

は

雪

■

ち

各

物

裳

人Q

之
を
取
得
し
得
る
價
格
に
於
て
隱
畜
れ
得
る
分
赞
ょ
、 

各
物
^
-の

斧

と
_

費
.

裕Q

震

含

よ

っ

て

蜜

る

と

す

る

。
即
ち
、
消

費

塞

個

人Q

麗

霞

含

の

唐

箭

即

ち

他
 

物
に
.對
す
る
、舊
能
ヵ
以
上
に
は
出
で
得
な
いq

で
ぁ
る
が
、
.會
は
此
の
消
費
能
力
の
下
に
欲
望
の
强
f

.應
じ
て
即
ち
效
相
の
大 

*：：：

'
に
膨
じ
てg

毀
上
の
等
級
別C

S
)

を
•宛
め
る
か
ら
、
兹y

各
種
物
件
に
對
す
る
そ
れ
ぐ
の
需
要
量
が
坐
ず
る
こ
と
に
な
る
。
此

湯
 

<

f
 

:

は

都

費

Q

高
泛
よ
っ
て
、
即

ち

篇

Q

高
低
に
よ
っ
て
反
對Q
方
向
S

動
す
る
。
價
格
が
高
ま
れ
ば
欲
寒
級
上
に
於
て
.
 

下
位
に
下
っ
て
麗
量
が
減
じ
、
傭
格
の
襞
は
霞
置
の
靖
加
を
來
す
。
而
も
社
會
資
の
靈
狀
態
を
見
る
に
、
小
數
の
大
資
產 

か
ら
多
數Q

小

屋

墨

る

ま

で

其

Q

間
に
微
細
な
る
管
有
す
るQ

で
ぁ
っ
て
、
之
は
ビ
ラ

ッ

ド
を
產
す
る
多
數
^

1

y

ヒ

較
し
得
る
。
若
し
水
平
線
を
以
て
生
產
费
の
額
を
示
す
と
せ
ば
、
此
の
水
平
線
に
達
す
る
誰
線

の

數

は

此

の
©

格

に

手
を
出
し
得
る
鹜 

產

の

數

從
.つ
て

此
.の
.生
產
物
の
消
费
' #
.の
數
を
表

.

.
は

す

こ

と
'に
な
る
, ^

、
此
：の
水
平
線
が
高
ぃ
.ほ
.ど
此
；の
■生
產
物
の
：.需(

要
.者
た
.り
得

る
资
產
の
數
は
減
少
し
、
前
者
が
低
い
ほ
ど
後
衮
の
數
を
增
す
。
今
、
1

0

の
资
產
が
一
舣
に
僙
小
で
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
低
い
ビ 

ラ
ミ
ッ
ド
で
表
は
さ
れ

、

.

小
资
產
が
多
く
大
資
產
が
少
い
と
す
れ
ば
斜
邊
は
凹
形
と
な
り
-
中
康
の
資
鹿
が
多
く
極
端
な
资
ま
が
少
け 

れ
ば
斜
邊
は
凸
形
と
な
る
。
而
し
て
此
の
ビ
ラ
ミ
ッ
ド
形
の
如
何
に
ょ

つ
て
同
一
の
水
平
線
に
達
す
る
垂
線
の
數
、
即
ち
^
要
著
の
數 

が
變
動
す

る

と 
一

K

ふ
の
で
あ
る(

1〕

。 

.

.

.

.

.

然
ら
ば
、

一
定
の
.價
格
に
於
け
る
需
耍
と
供
給
と
は
报
し
て
分
量
に
於
て
適
合
を
得
る
や
否
や
。
セ
ィ
は
之
を
肯
定
す
る
。E
く
、

「

一
國
に
於
け
る
一
切
の
個
人
が
、
坐
產
物
の
或
る
愤
格
の
場
合
に
消
費
し
得
べ
く

又
消
费
せ
む
と
欲
す
る
一
切
の
數
量
を
集
む
れ
ば
、 

茲
に
此
の
國
段
が
お
の
價
格
に
て
需
要
す
る
此
の
坐
鹿
物
の
總
量
-を
得
0

而
し
て
此
の
國
坟
の
爲
め
に
坐
產
せ
ら
る
、
分
量
は
お
阈
K 

の
癖
要
す
る
數
1:
と
自
然
的
に
比
例
す
/
12〕

と
。

北
ハ
の
现
F1
1
如
何
。
彼
は
之
を
例
を
以
て
次
の
如
く
に
說
明
す
る
。
即
ち
、
今
怫
蘭
西 

に
於
て一

斤
に
付
.き
六
十
フ
ラ
シ
の
债
格
で
一
萬
斤
.の
サ
フ
ラ
ン
の
需
要
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
坐
產
さ
れ
供
給
さ
れ
る
サ
フ
ラ
ン
の
分 

摄
は
疋
に
一
萬
斤
で
あ
る
で
あ
ら
ぅ
。
其
の
.琊
|-
1
|

は
容
易
に
了
解
さ
れ
る
。
若
し
六
.十
フ
ラ
ン
の
價
撕
に
於
て
は
一
萬
斤
し
ヵ
負
は
ぬ 

と
す
れ
ば
、
怫
蘭
M

國
设
は
サ
フ
ラ
シ
の
消
赀
に
は
六
十
萬
フ
ラ
ン
し
か
割
く
こ
と
を
欲
し
な
い
の
で
あ
る
。
從
つ
て

、

浩
し
供
給
が 

一
鸽
ニ
午
斤
に
達
し
た
と
し
た
ら
、
右
の
六
十
萬
法
に
對
し
て
此
の
一
萬
一
一
千
斤
を
與
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
即
ち
坐
產
赀
は 

一
斤
に
付
き
六
十
フ
ラ
ン
を
要
し
た
が
、
之
を
五
十
フ
ラ
ン
で
與
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
效
に
損
失
を
來
す
。
反
對
に
、
七
千 

’五
西
斤
し
か
坐
產
さ
れ
な
か
つ
た
と
し
た
ら
、/
彿
蘭
西
人
は
之
に
對
し
て
六
十
萬
フ
ラ
ン
を
與
へ
得
る
の
だ
か
ら
、
M

格
は
一
斤
に
付 

へ
き
八
十
フ
ラ
シ
.と
な
り
、
坐
產
费
を
超
ゆ
.る
こ
と1

ー
十
フ
-
フ
.ン
.と
な
る
0 

.而
も
、
前
者
の
場
合
に
於
け
る
損
：失
は
供
給
を「

萬
斤
に
達
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四

五

四

(

一
.九
六
0)

す
る
ま
で
減
少
せ
し
め
"

後
者
の
場
合
に
.於
け
る
利
益
は
供
給
を
一
萬
斤
に
達
す
る
ま
で
增
加
せ
し
め
る
の
刺
戟
と
な
.る
。
斯
く
し
て 

_

•

 

要
と
供
給
，と
は
其
の
均
衡
を
得
る
に
至
る
C13
、

と
云
ふ
の
で
あ
る0

:.

(

1

.

)

 

'
H
r
a
i

.-
wtPJto
日 e,. art 

Valeur 

(des c
ho
s
e
s
\

(

2)

 

o

Ĝ.
r

I, 

C
I
L
I
:

.

(

3)

 

o
p
. 

c
i
r

Liv,I, 

ch. 

I.
セ
ィ
は
、値
格
及
び
時
f

斯
く
讓
す
る
も
、
そ
れ
は
生
產
物
相
互
交
換
說
を
捨
て
去
る
こ
ミ
を
意
味 

す
る
に
t

v

l

sを
斷
？

f

。「

疑
も
な
く
、
一
 

物
の
時
稷
、
人
が
之
を
交
換
に
提
供
す
る
場
合
麗

>

f

蝥
產
物
の 

分
贽
よ
り
成
る
^
云
ふ
を
ー
層
正
確
な
り
ミ
せ
む
。
さ
れ
ど
予
は
、
諸
交
換
に
要
眞W

し
て
役
立
っ
所
のI

生
.產
物
を
選
ぶ
こ
ミ
に
よ 

り
て
讓
な
る
思
想
を
取
純
化
し
、
時

豐

N

ラ
ン
な
る
一
齒
物
は
五
フ
ラ
ン
を
以
X
人
S

6
得
る一 .

切
の
物
の
滠w

等
し
き 

憤
値
を
狩
す
る
坐
產
物
な
り
、
さK

は
む
こ
I

寧
ろ
選
ぶ
も
の
な
り
。

一
般
的
の
用
語
が
M

X
裏
ま
れ
る
槪
念
に
緊
ざ
る
場
合 

に
は
、
予
は
一
，般
的
の
用
韶
を
選
ぷ
し
ミ
。(cours, 

m

e 

p
s
f
e
,

 

c
r
.
4
, 

(p.. 

1
6

6.)〕

(

4〕
T
r
a
i
t
e
,

 

L
l
v
.

 

I
I
,

 

c
h

.

ご

c
o
u
r
s
,

 

m

e

 P
a
r
t
i
e
,

 

c
h
.

 

4.
セ
ィ
は
或
る
個
所
に
於
て
は「

同
一
の
#

所
、
同
一
の
^

⑶
ニ
令
て
尤
ニ 

っ
の
^

£
# '

あ
る
こ
^

な
き
は
.

恰
も
^

ー
辟
2£
に

對

し

て

ー

ー

っ

の

15
:

遗
、
一

一

っ

の

尺

度

あ

る

こ

w

な
き
に
同
じ」

.

云

っ

て

^
る
が 

C
C

J

 

I
P
P
R
e
,

 

c
h
.

 

13
,CP. 

1
4
3.)〕、

時
偃
を
論
ず
る

軍
中
に
於
て
は「

世
人
は
、
特
鬻
質
の
珈
排
の
價
値
は
西
斤
に
付
き
W

七 

.

十
プ
ラ
ン
乃
至
西
七
十
ニ
フ
1フ
ン
な
り
W

S

O

.

M
際
に
於
て
は
常
に
時
樹
の
表
示
中
に
幾
分
の
傲
少
な
る
幅
o

a

t

l

e

)

あ
り」

ミ 

一

K

っ
て
席
る
。
而
し
て
其
の
理
凼

W

し
て
は
、
契
約
表
の
双
方
の
地
位
よ
り
來
る
輕
微
の
惯
格
差
が
布
す
る
こ
ざ
、
即
ち
、
肢
引
の
成 

立

を1

擀
多
く
希
詔
す
る
表
は
然
ら
ざ
る
者
よ
り
も
一
曆
多
く
支
柳
ふ
か
又
ば
一
辯
少
く
受
収
る
の
巳
む
な
き
に
至
る
こ
ミ
を
擧
げ
て 

居

る

。ccovlrs, 

p. 

1
6
6
-
7
0

思

ふ

に

之

は

、
问〗

の

時

處

し

な

る

語

を

同.I 

Q 

•闾

一

都
^2

： 

?
.2\
ふ

が

如

ぐ

に

寬

大

に

_

し

た

も
 

の

で

あ

ち

う

。

併

し「

間

題

を

簡

祺

に

す

る'爲

に

、

時

憤

：を

相

場.の

最

高

率
ミ

最

K
串

.t
の
f

均

镇

格

な

り
i

較

定

L 

.
1で

、
.そ
れ

が
.

如
何
や
ぅ
に
決
定
せ
ら
れ
る
か
を
考
察
し
て

E
S

る
。
：

^
5
 

ノ 

cours, .IOC. 

cit.

、
eo 

ノ 

Trails, 

IOC., cit 

へ7 
ベos 
ノ 

C
O
J

 

IOC. 

d
t

 

(p. 

167.)

C
3 

Cours, 

loc. 

cit 

CP. 

1
7
0

3
 

Alfred 

Marsllalr.

の
所
謂 

d
e
m
a
n
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 schedule 

に
相
當
す
る
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11
ノ

o
o
u
r
s
,
1
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cit. 
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I
6
S
-
9
W
V

i

i

r

i

 

:

時
價
が
傷
塞
供
給
の
法
則
に
ょ
つ
て
決
定
せ
ち
れ
る
と
し
て
、
然
ら
ば
g

時
價
は
如
何
な
る
程
度
に
奢
る
と
す
る
か
。
思 

ふ
に
、
時
惯
が
頗
る
低
け
れ
ば
、
霧

は

多
大
S

す

が

は

1

を
免
れ
む
が
爲
i

産
額
を
減
ず
る
か
ら
、
此
の
頗
る
低
い 

價
格
に
於
て
は
露
衡
は
得
ら
れ
な
ハ
。反對に、寝
が
頗
る
高
け
れ
ば
は

H

駆
ら
れ
て
生
產
f

を
於
す 

が
消
I

l

f

減
t

t

、
君

I

給
I

l

f

得
ら
れ
な
い
。
靈

4

給
と
I

4

l

f

 

f
の
は
如
何 

な
る
程
度
の
I

に
於
1

あ
る
か
。
此
の
點
に
關
す
る
セ
ィ
の
.意
見
は
如
何
。
私
は
嘗
て「

價
値
論
上
に
於
け
る
セ
ィ
の
地
位」

を 

論
じ
た
る
際
に
、
^
ィ
に
於
て
は
摄Q

發
生
は
效
用
に
,

く
が
■

分

置

は

生

變
§

し
く
I

と
せ
ら
れ
S

る
旨
を
述
へ 

た
が
C
1

〕

、
時
他
と
は
一
袠
時
處
に
於
け
る
商
品
€
貨
幣
_

握

に

外

套

な

い

か

ら

、
，

の
右
の
.夏
を
以
て
私
の
右
の
辟
に 
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五

六

(

一
九
六
5

對
す
る
答
と
す
る
I

が
集
る
譯
で
I

併
し
セ
イ
は
、
.右
の
問
に
答
へ
る
に
別
個
の
方
面
よ
り
の
立
I

以
て
し
i

る
か
ら
- 

以
下
そ
の
大
要
を
見
よ
ぅ
？

.

セ
イ
は
先
づ1

1

商
品
の
相
對
的
偾
格
f

s

 relative).

即
ち
交
換
比
率
i

f

持
ち
込
ん
S

る
。
日
く「

1
1

商
品
の
時
惯
が
、 

人
の
f

貨
f

f

以
て
質
ひ
f

双
方
の
分
f

示
す
以
上
は
、
時
.憤
は
晋
人
が
同
.一
金
額
を
以
て
取
得
し
得
る
双
方
の
分
f

」

示
 

'
す
。
例
へ
ば
、
若
し
小
麥
百
斤
に
付
き
十
二
フ
ラV

、

サ
ラ
ラ
ン
.1.

斤
に
S

ハ
十m

フ
.ン
f

と
せ
ば
、
六
十
フ
ラ
ン
て
ふ
同
一
の 

金
額
を
以
て
サ
フ
ラ
ン
一
斤
又
は
小
麥
昔
斤
益
れ
.に
て
も
無
差
別

S

ひ
得

t

i

l

。

揺

に

對
し

て

賈

ひ

得

る

諸

商

品

と

f

ば
社
の
相
爵
倍
格
切
ち
交
換
比
率
は
如
何
に
し
て
定
ま
る
か
。
セ
イ
は
、
そ
れ
は
盡
費
の
割
合
で
奢
る
と
す
る
。
即 

ち
s

o「

人
I

じ
愤
格
を
以
て
供
給
し
得
る
ニ
商
品
の
分
量
即
ち
其
の
各
自
の
價
格
の
差
額
を
權
成
す
る
所
の
も

の

は

、

同

じ

達 

费
を
以
て
唐
し
得
る一

方
及
び
他
方
の
分
I

り
。
小
麥
五
百
斤
に
對
し
て
サ
フ
ラ
ン
僅
に一

斤
を
與
ふ
る
は
、
サ
フ
ラ
ン
一
斤
は 

栽
培
&

權
•
市
場
へ
の
運
搬
の
爲
に
小
寛
百
斤
と
同
額
を
要
す
る
に
因
る
。
.予
I

に
同
額
を
要
す
る
と
云
ふ
。
蓋
し
、
恭
し
前
者 

に
し
て
费
相
を
耍
す
る
こ
と
後
f

り
も
少
し
と
せ
ば
、
人
は
自
ら
小
麥
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
て
よ
o
も
、
サ

フ

ラ

ン

を

栽

培

す
 

る
こ
と
に
よ
り
て
づ
麥
を
一
曆
廉
價
に
取
将
し
傅
る
こ
と
と
な
る
ベ
I

以
て
な
り

o

若
し
例
へ
ば
、
サ
フ
ラ
ン|

斤
の
費
用
が
r
-

」

丨

四
フ
ラ
ン
に
過
ぎ
ざ
る
に
小
麥
五
百
斤
の
坐
產
毀
は
六
十
フ
ラ
ン
に
上
る
も
の
と
し
、
而
も
兩
商
品
の
$

兩
分
量
が
互
に
交
換
せ

ら

 

る
、
も
の
と
せ
は—

人
は
.僅
杧
五
十
四
フ
ラ
ン
<6
获
州
を
以
て
小
麥
.7
.
:百
斤
を
取
得
し
得
る
こ
と
と
な
ら
む
o

然
ら
ば
腺
叭
る
有
利
な

み
投
機
を
行
は
む
が
爲
に
世
人
は
サ
フ
ラ
y
の
栽
堵
を 
+增
し
小
麥
の
栽
培
を
減
じ
，
.遂
に
兩
容
そ
れ

^

-
の
供
給
せ
ら
る
、
分
觉
が
同 

额
の
费
用
を
；#
ず
る
に
至
ら
む
。
獨
り
此
の
時
に
至
つ
て
の
み
、
菇
等
の
生
產
物
屮
の
一
を
1

ょ
ゎ
も
選
び
虫
產
す
る
を
利
あ
り
と
す 

る
こ
と
な
き
に
至
ら
む」

(

3

〕

と

0

.

右
の
說
明
だ
け
で
は
、
物
の
.時
價
の
割
合
が
坐
產
费
の
割
合
と
等
し
く
な
る
と
云
ふ
こ
と
を
示
す
の
み
で
あ
つ
て
、
未
だ
之
を
以
て 

■し
て
は
時
價
.が
寒
版
费
と
等
し
き
程
度
に
-冗
ま
る
と
做
す
も
の
と1

K

ふ
こ
と
を
得
な
い
。
然
る
に
、
セ
ィ
の
意
味
す
る
所
が
前
^

に

.IL 

ま
ら
ず
し
て
後
客
に
ま
で
も
及
ん
で
居
る
も
.の
な
.る
こ
と
は
、
幾
多
の
個
所
に
示
さ
れ
て
焐
る
。
即
ち
其
の
.第
一
は
、
有
の
說
明
の
後 

を
受
け
た
る
次
の
一
句
で
あ
る
。
日
く
、「

故
に
、
物
が
偶
然
に
共
の
坐
產
费
ょ
り
も
犬
な
る
又
は
小
な
る
债
値
を
布
す
る
と
き
は
、
此 

.の

物

は

不

，
：

I

然
な
る
惯
格(

p
r
i
x

 

f
o
r
c
6
)

に
在
る
も
の
に
し
て
、
此
の
不
自
然
な
る
憤
格
は
絕
え
ず
其
の
平
準
を
恢
復
せ
む
こ
と
に
傾 

く
。」

「

以
上
の
所
言
は
、
猶
、
.
吾
人
が
一
^

產
物
の
交
換
釔
行
ふ
と
き
、
眞
實
に
於
て
は
菩
人
は
其
の
坐
產
^
を
交
換
す
る
も
の
な
る 

こ
と
を
示
す
。
#

人
が
罟
人
の
與
ふ
る
坐
產
物
の
分
置
と
費
相
に
於
て
等
し
き
分
量
の
.坐
產
物
を
要
求
ず
.る
は
、五

！：

人
が
小
を
得
む
が 

爲
に
大
を
與
ふ
る
ヒ
と
な
か
ら
む
こ
と
を
利
あ
り
と
す
る
を
以
て
な
り」

C

A
と
。
其
の
密
一
は
、
坐
產
物
の
本
源
的
價
格
即
ち
原
.惯 

(
p
r
i
x

 

o
r

aq-ililaire, 

p
r
i
x

 

d
/
o
r
s
n
e
)

.を

取
极
ふ
次
章
に
於
け
る

次
の
數
行
で
あ
る
。
日
く「

坐
產
と
呼
ぶ
交
換〈

筆
^

云
ふ
、
坐
.鹿 

的
勤
勞
を
與
ベ
て
生
淹
物
を
受
取
る
の
交
換
の
意
な
り)

に
於
て
、
生
產
物
.の
費
さ
し
む
る
所
.の
も
の
'即
ち
坐
產
費
は
、
之
が
原
债
を" 

即
ち
物
が
初
め
て
世
に
.現
は
.る
\-
と
き
に
要
す
る
所
の
も
の
を
構
成
す
。」

：
；
然
る
.に
.

「

；
：
此
の
原
«

は
水
久
.に
一
定
せ
る
も
の
に 

あ
ら
ず
し
て
、
坐
產
費
.の
變
動
す
.る
に
つ
れ
.て
變
動
す」

M
o

 

.
:
.
:
「

而
も
：注e

に
値
す
る
こ
と
ば
、
原
價
即
ち
坐
產
費
，と
、
通
例
そ

,
'ジ
.
•ベ
.
•セ
ィ
の
.突
換
論 

.四
五
七

.

.C

1
九
.六
ー
5



ジ
•
ベ
•
セ
ィ
の
交
換
論 

沔
五
八
ハ
ー
九
六
四)

の
變
II
に
追
隨
す
る
時
價
と
は
、
同
時
に一

切
の
生
產
物
に
對
し
て
低
落
し
得
る
こ
と
な
り
と
す」

C
'A
と
。

第
三
は
、
司
じ
窜
ド
こ 

於
て
^

產
興
低
落
の
結
®

を
^

ず
る
部
分
の
中
に
見
出
さ
れ
る
次
の
一
’句
で
あ
る
。
日

く「

社
會
は
原
實
に
於
て
垡
^-
す
る
上
宠
物
に

よ
り
て
の
み
生
存
す
。
然
る
に
、
人
は
何
を
以
■て
此
の
獲
得
を
爲
す
や
。
-
-
坐
產
蓮
本
よ
り
坐
ず
る
生
產
的
勤
勞
を
以
て
す
.
:

:
o

吾
人
が
唐
物
を
创
造
す
る
こ
と
.に
よ
り
て
直
接
に
之
を
獲
得
す
る
と
も
、
將
た
又
、
交
換
に
よ
り
て
間
接
に
獲
得
す
る
と
も
、
結

艰
 

は
即
ち
同
様
t

。
芒

自

ら

_

す
と
せ
ば
、
同
S

馨
を
以
て
一
曆
多
S

生
霧
を
取
得
す
。
交
換
に
よ

り

て

な

り

と

も
、 

同
®:
の
^

^

を

以

て

等

し

く

一

 

屁
多
量
の
坐
產
物
を
取
得
す
。
何
と
な
れ
ば
、
一
1生
產
称
を
交
換
す
る
に
當
て
、
蒂
人
は
1-
度

に

於

て

. 

は
进
等
坐
產
物
を
生
む
所
の
生
產
的
勤
勞
を
交
換
す
る
も
の
に
外
な
ら
ず
、
而
も
人
は
一
物
と
交
換
し
て
そ
れ
の
耍
し
セ

る

上

產

勺

:1 

勞
よ
り
も
多
大
の
も
の
を
與
ふ
べ
く
强
ひ
ら
る
、
こ
と
決
し
てr

疋
れ
な
き
を
以
て
な
り
/

?)

と
。

史
に
；

r
j
C

人
は
反
換
篇
を
去
つ
て
纸
產
篇
に
'霞
つ
て
見
て
も
、
同
様
に
セ
ィ
が
慣
値
は
坐
囊
と
等

し

く

な

る

と
做
す
も
の
な
る
左 

の
證
據
を
兄
出
ず
。『

襲

_

義』

第
一
篇
第
九
章
に
於
て
、「
以
上
}
?
X

は
唐
物
の
價
植
が
生
慶
と
等

し

く

な

る

場

合

を
J

 

し
た
る
が
、
そ
は
斯
か
る
場
合
が
最
も
简
取
に
し
て
且
つ
最
も
頻
繁
な
る
に
着
く
。
蓋
し
、
若
し
一
八
_

が
利
潤
を
含
め
た
る
费
a

 

以
上
を
與
へ
、
同
稱
の
他
Q

_

よ
り
も
多
大

Q

利
满
を
與
4

4

ば
、
唐

笤

之

y

殺
到
し
來
り
、
其

Q

塵

物

は

多

大

の

赞 

举
を
蒙
り
て
惯
俯
•低
落
し
、
遂
に
坐
虛
赀
以
上
の
價
値
を
有
せ
ざ
る
に
至
る
べ
き
を
以
て
な
り

」

S

と
云
つ
て
罟
るMJ

其n

一
 

で
あ

.
る
。
叉
、.同
じ
窣
中
に「

坐
產
t

と
は
何
ぞ
や
。
生
產
的
勤
勞
-の
時
傻
な
り
0」「

交
換
の
行
は
れ
む
が
爲
に
は
、
破
壤
せ
ら
る
\「

切
の 

窗
勞
の
慎
C

が
.4
1產
物
の
愤

傲

と

均
衡
を
保

つ

こ
i

.

を
耍
す
o

.

浩
し
此
0
條
件

に
-し
て
充
.た
さ
れ
.ず
ん
.ば
、：.
'
.
交
換
は
P

平
等
た
り
し
な

り
、
.生
產
者
は
受
け
た
る
ょ
り
も 

一
/t
多
く
を
與
へ
た
.̂
な

り

。

」
「

さ
.れ
ど
、
生
產
物
の
價
値
1C
し
て
生
.產
的
勤
勞
の
債
値
と
.等
し
く
.
 

.な
り』

こ
り
と
せ
ば
、
生
產
漭
ば
完
全
に
賠
償
せ
ら
れ
た
る
な
り
、
彼
等
は
與
へ
た
る
と
同
じ
•た
け
を
受
け
た
る
な
り
。
蒞
し
企
業
袁
を 

し
て
諸
坐
產
容
を
代
表
せ
し
む
と
せ
ば
、
彼
の
生
産
物
は
彼
の
生
產
費
全
體
を
支
拂
ひ
し
な
り」

と
沄
つ
.て
焐
る
の
は
其
の

ニ

で
 

あ
る
。 

:

斯
く
の
如
く
に
見
來
れ
，は
、
セ
イ
を
以
て
價
値
論
上
に
於
て
_

費
を
重
視
せ
ざ
り
し
も
の
と
做
す
論(

巴
は
之
を
承
認
す
る
こ
と 

を
得
な
い
の
で
あ
る
。

(

1)
一

画
學
赢
誌
第
十
九
卷
第
十一

奨

一

丄
ハ
七
頁
。
钱
に
注
意
す
べ
き
は
、
i

f

は
企
業
表
の
利
響
含
ん
で
の
意
味
で
あ
る 

ぐ

」

云
ふ
一
f

あ
る
。
f

、
企
f

の
勤
勞
は
_

の
行
は
れ
る
爲
め
の
一
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
は
評
償
せ
ら
れ
て
時
惙
を
持
つ
3 

せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
點
に
就
て
は
、
沿
の
雙
及
び
本
讓
二
十
卷
第
二
號
、
拙
稿「

セ
イ
の
分
麗
論」

九K

の
註
⑴
を

併
せ
參
照
せ
ら
れ
度
し
。
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o
s
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10〕

^

^
7^
び
#
^
西
の
經
濟
擧
者
に
於
け
る
價
値
論
の
發
達
を
研
究
し
て
砑
る
テ
ユ
ル
ジ
ョ
ン
ハCharles 

T
u
r
g
e
o
n

 

et c
h
a
T
I
C
T
H
i
-

 

T
u
r
g
e
o
n
)

が
、1
セ
イ
は
効
用
を
詳
論
し
た
れ
ど
も
生
產
費
に
就
て
は
殆
ん
ど
云
ふ
所
な
し
：

.
:

『

講
義』

中
に
於
て
偶
.で
鹽
は
其
の
要 

f
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I

セ
イ
の
|

'

蒙

(一

九
s

し
た
る
慕
に
比
例
し
て
の
み
支
拂
を
受
く
.，,震
し
で
之
に
言
及
し
た
れ
ど
も
、
こ
は
物
の
數
な
ら
ず」

ミ
か
、「『

經
濟
學』

初
版
こ

.於
て
は
I

费
を
簾
麗
に
貢
献
す
る
一.
根
本
：I

し
て
示
し
た
れ
ど
も
I

I

展
開
せ
し
む
る
こ
？
f

き」

ミ
か
~

つ
て
位
る
の
は
f

 
な
い
。

(
L
a

 l
u
r

 d
》 apr

ぼles 

f

 

o
l

s

 

a

f
 

is 

ei 

f
r
a
f

 depuls 
r 

S

I
 

et 

Ics 

F
h
y
s
i
l
e
s

 

J
n

o
s

 jours, 
1

9
2

1
, 

p. 
3

0 O
.
V4
.

.
七

交
換
は
、
.セ
イ
に
據
れ
ば
、
生

產

物
の
唐
费
と
等
し5

程

度

Q

時
债
に
於
て
始
め
て
露
が
最
的
に
均
衡
を
得
て
荽

に

成

立

す
 

る
。
而
も
交
換
が
社
會
の
經
濟
の
上
に
於
て
演
ず
る
役
割
.の
至
大
な
る
こ
と
前
記
の
如
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

交
換
の
f

?

し
擴 

火
せ
ら
れ
む
こ
と
は
f

誓
し
き
所
卷
ら
れ
な
け
れ
ば
1

5

。
此Q

交
換q

通

筮

し

て

如

何

な
I

n

を

ら

れ
 

得
る
か
。
セ
イ
は
斯
か
る
效
见
あ
る
事
情
數
個
を
擧
げ
て
居
る
。

與
の
贫一

は
交
換
へ
の
貨
幣
の
介
入
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
セ
イ
は
、
塞

物
と
唐
物
と
の
齧

的
交
換
に
伴
ふ
不
利
闲
雛
を
指 

「

1

_

の
交
換
^

し
て
物
々
交
換Q

方
法
に
ょ
り
て
行
は
れ
ざ
る
霜
|

も
の
卷
ば
、雙

の

社

#

|

成
す 

f

の
人
々
に
と
"

て
、
f

槪
ね
艰
に

一
雙
は
多
く
と
も
僅
I

る
議
の
生
産
物
に
於
て
生
_

た
る
に
過
ぎ
ざ
る
に
I

 

ら
ず
、
最
矣
し
き
人
々
の
場
合
に
於
て
す
t

各
截
無
數
の
唐
物
の
消
I

た
る
I

の
人
々
に
I

、
自
已
の
I

•す
る
所 

の
も
の
I

己
の
欲
す
る
所
の
も
の
に
換
へ
む
こ
と
は
如
何
に
闲
雛
I

べ

き

や

「
各
人
の
欲
望
が
I

多

垂

上

|

產
的 

勤
勞
が
多
數
者
間
に
分
割
せ
ら
れ
居
れ
る
：が
如
き
®

る
進
步
せ
る
社
會
に
於
て
は
ー
交
換
仕
#
©
必

火

と

な

；̂
、,
益
々
.俊
t

を

I_.趣謹
：; •へ. ...”

貧

1

1

加
へ
、
從
て
物
々
交
換
の
方
法
に
ょ
り
で
交
換
を
完
了
せ
む
こ
と
は
益
々
闲
難
と
な
る」

と
。
彼
は
交
換
の
當
事
素
中
の
一
方
の
提 

供
す
る
物
が
相
手
方
の
欲
望
と
一
致
せ
ざ
る
場
合
を
擧
げ
て
^

の
困
雞
を
例
證
ず
る
。
然
る
に
貨
幣
を
交
換
の
媒
介
物
と
し
て
使
/|
)
す 

る
に
至
れ
ば
此
の
闲
難
は
容
易
に
避
け
ら
れ
る
。「

即
ち
、
若
し
消
費
：に
必
要
な
る
一
切
の
生
產
物
と
交
換
せ
ら
る
X

こ
と
の
容
易
な
る 

が
爲
に
世
人
の
求
む
る
所
と
な
る
が
如
き
商
品
あ
り
と
し
、
人
の
之
を
與
ふ
る
分
量
を
ば
其
の
取
得
せ
む
と
す
る
も
の
の
價
値
と
正
確 

に
比
例
せ
し
め
得
る
が
如
き
商
品
あ
り
と
せ
ば」

、
人
は
先
づ
此
の
商
品
を
獲
得
す
る
こ
と
に
努
め
る
で
あ
ら
ぅ
。

何
と
な
れ
ば
•

經 

驗
は
、&

か
る
商
品
を
以
て
す
れ
ば
今
一
囘
の
交
換
に
ょ
り
て
必
要
と
す
る
一
切
の
消
費
品
を
取
得
し
得
る
こ
と
を
敎
へ
た
か
ら
で
あ 

る(

3)

0 &

 
く
し
て
、
貨
幣
の
使
用
は
、
物
々
交
換
に
ょ
っ
て
は
不
成
立
に
終
る
べ
き
交
換
を
も
完
全
に
成
立
せ
し
め
る
。

笫
ニ
は
社
#

全
般
に
於
け
る
生
產
物
の
增
加
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
貨
幣
の
使
用
が
交
換
を
促
進
ず
る
と
せ
ば
、

一
見
、
貨
幣
の
存 

f

里
の
大
小
は
交
換
の
分
量
の
大
小
を
來
す
が
如
く
に
思
は
れ
石
が
、
セ
ィ
は
市
場
理
論
に
於
て
交
換
又
は
販
寶
の
容
易
に
行
は
れ
ざ 

る
现
山
を
貨
胳
の
缺
乏
過
少
に
歸
せ
し
め
る
俗
間
の
思
想
を
誤
ま
れ
り
.と
し
、
坐
產
物
は
生
產
物
と
交
換
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
貨 

胳
は
此
の
交
換
せ
ら
る
ふ
生
產
物
の
價
値
を
一
方
か
ら
他
力
广
運
ぶ
車
の
役
目
を
す
る
に
外
な
ら
な
い
か
ら(

4〕

、
他
の
生
產
物
の
生
產 

1:
の
多
い
ほ
ど
益
*
販
寶
は
容
易
と
な
る
と
す
る
。
セ
.ィ
は
、
市
場
理
論
か
ら
導
き
出
し
た
推
論
.の
第
一
に
於
て
云
ふc「

何
れ
の
國
に 

於
.て
も
生
產
漭
の
數
の
多
き
.ほ
ど
又
生
產
物
の
生
產
額
多
大
な
る
ほ
ど
、
販
路
を
見
出
す
こ
と
は
益
名
容
易
と
な
り
、it
ハ
の
方
面
は
益
丨 

多
岐
に
苴
り
、
其
の
施
闹
は
益
:

獷
大
せ
ら
る」

で〕

と
。
薺
し
、
坐
產
多
き
所
に
こ
そ
購
質
の
資
力
が
創
造
さ
れ
る
と
す
る
か
ら
で
あ 

り
、
而
も
生
產
を
{元
了
し
た
る
坐
產
物
は
其
の
職
間
か
ら
其
の
.憤
値
.の
.全
額
だ
.け
他
の
生
産
物
に
對
し
て
販
路
を
提
供
す
る
も
の
：な
り
.
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と
す
る
か
ら
で
あ
る
I

彼
は
此
の
點
を
說
明
せ
む
が
爲
に
、
農
i

 
•
塵

盟

於

：け
る
襲
的
連
帶
關
f

 
1

い
て
思
る
s

o
 

市
#

现
論
か
ら
の
第
二
の
推
論
と
し
て
各
人
間
•
各

塵

間

•
各
地
方
間
に
於
け
る
經
濟
上
の
'連
帶
關
係
を
說
明
し
て
思
る
所
I

〕 

實
は
右
の
敷
衍
に
外
な
ら
な
い
。
兹
に
產
物
の
增
加
な
る
語
は
、
之
を
他
國
に
對
す

るf

國
の
み
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
輸
入
を
其 

の
中
に
包
含
せ
し
め
る
こ
と
が
出
來
る
。
然
る
に
、
輸
入
は
其Q

代
償
と
し
て
輸
出
を
伴
ふ
0

蓋
し
、
正
金
を

以

て

ー
國
か
ら
他
國
に 

支
拂
ふ
場
t

f

 

.其
の
正
金
を
得
る
爲
に
接
め
外
國
I

f

 

S

て
之
を
取
得
し
置
く 
Q

I
が
t

か
ら
S

る
。
從
て 

輸
入
の
印
大
は
輸
I

助
長
す
，る
；

J

と
に
な
るC

C
O
O

之
は
セ
イ
が
市
場
理
論
か
ら
の
第
三
の
推
論
と
し
て
述
べ
て
思
る
所
で
あ
るo

.
響

は

文

化

Q
.

向
上
で
.
t

。
交
換
を
促
f

む
S

に

康

S

S

Q
鍵

を

外

間
t

刺
芒
観
す
る
の
み
で
は
充
分
で 

な
い
。
そ
れ
は
、一

方
で
唐
す
る
所Q

も
f

他
方
で
震
し
f

に

止

官

、
毫
も
發
展
性
を
有
し
な
い
。
右Q

E

的Q

爲
に
は
、 

浪
人
ヵ
氣
泰
大
せ
む
と
す
るQ

希
望
を
抱
懷
す
る
t

む
こ
倉
必
要
と
す
る
。
世
人
に
此
の
希
讓
あ
ら
ば
、
そ
れ
に
驅
ら
れ 

て
i

の
實
プ
を
一
曆
多
大
に
豁
せ
む
と
し
て
讓
に
努
め
る
に
至
ら
し
め
ら
れ
る
。「

人
£

て
、購
買
の
資
力
を
得
し
め
む
が
爲 

に
た
-產
を
-
s
i
-し
以
て
饭
に
反
役
せ
ら
れ
又
{幾
の
幸
福
を
助
長
す
る
が
如
き
消
費
を
生
ぜ
し
め
る
所
の
も

の

は

、

一

國

の

一

般

的

• 

惊
常
的
の
欲
望
に
外
な
ら
な
い」

S

C
而
も
此
の
欲
望
の
1

震

は

、
文
化
の
向
上
.に
ょ
っ
て
の
み
得
ら
れ
る
所
で
I

。
セ

イ

は
 

此
の
秫
の
事
を
市
場
理
論
か
ら
の
推
論
の
第
四
と
し
て
述
べ
て
居
る
。

最
後
に
、
交
換
促
進
の
効
果
を
有
す
る
も
の
と
し
て
セ
イ
の
カ
說
し
て
居
る
所
の
ち
の
の
一
っ
は
、
生
產
l

i

矣

ふこと

で 

あ
る
。
產
業
の
.完
成
發
達
杧
ょ
っ
て「

生
產
荐
が
從
來
ょ
0

も
僅
4'
な
る
费
用
を
以
.て
生
產
物
を
作
り
得
る
に
至
れ
ぱ
、
典
の
.秘
密
を

呆
ぢ
皙
る
別
は
生
產
者
が
科
益
し
Y

而
も
何
人
it
も
掼
失
せ
し
め
る
こ
と
は
な
い
*

併
し
北
ハ
の
技
術
が
外
間
に
漏
拽
し
*
競
带
が
生
遝 

笤
を
し
て
生
產
物
を
低
落
せ
る
生
產
費
と
同
じ
程
度
の
價
格
で
寶
る
の
巳
む
な
き
に
至
ら
し
め
る
と
き
は
、
同
額
の
利
益
は
消
費
背
が
*
 

即
ち
一
舣
公
衆
が
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
總
べ
て
の
資
產
は
此
の
物
に
就
て
は
殼
富
を
增
し
た
こ
と
に
な
り
、
之
を
一
勝
多
量 

こ
仅
导
す
る
こ
と
を
も
得
べ
く
、
又
他
物
を
一
層
多
量
に
買
入
れ
る
こ
と
を

も
得
る
に
至
る
C

B

O

蔽
に
、
交
換
が
擴
大
さ
れ
る
の
可 

能
性
が
坐
ず
るQ

で
あ
る
。
而
も
始
め
は
低
落
せ
し
三
の
坐
產
物
に
就
て
の
み
富
を
增
し
た
る
消
5

の

霊

は

、

一
切
の
生
産
物 

に
就
て
其
の
富
を
增
し
た
こ
と
に
な
る
9〕

0

斯
く
し
て
社
#
を
權
成
す
る
人
々
は
、其q

消
費
せ
む
と
す
る
物
の
一
又
は
他
を
從
來
ょ 

V

も
M

少
な
る
赀
H
jを
以
て
獲
得
し
得
る
度
每
に
、
益
々
そ
の
富
を
增
す
こ
と
に
な
る
C13
}。
交
換
獷
大
の
可
能
性
は
、龆
會
の
何
れ
か 

の
部
分
に
發
明
發
見
が
あ
り
、
坐
產
費
が
低
落
を
來
す1 

母に
、
全
社
#

に
亙
つ
て
搋
大
さ
れ
る
。
セ
ィ
は
右
の
點
に
多
大
の
茁
要
性
を 

認
め
、「

富
は
所
荷
物
の
價
値
ょ
り
成
る
も
、
物
が
低
價
で
あ
る
ほ
ど
益
々
一
國
は
富
む
-?
:
と
と
な
る」

て
ふ「

經
濟
學
上
に
於
け
る
最

も
闲
雛
な
る
[.
1{
|題
の
解
決」

を
其
處
に
發
見
し
て
居
る
の
.で
あ
る
ハ
已
。
.
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所
請
る
農
村
問
題
の
實
態

' 

, 

:

氣
賀

.

.勘
重

.

.

,
 
'

■
 

- 

- 

- 

• 

- 

.

農
村
窮
乏
の
聲
は
山
來
旣
に
A

し
く
耳
に
す
る
所
で
あ
り
、
.之
が
救
濟
を
固
的
と
せ
る
農
村
問
題
解
決
の
.手
段
方
策
も
亦
多
年
來
常 

に
論
議
立
案
,^
れ
た
所
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
典
聲
は
最
近
に
至
り
て
殊
に
喧
し
く
、
問
題
の
解
決
に
關
す
る
各
種
の
.手
段
方
策
實
行
の 

要
求
は
昨
半
以
來
特
に
驻
だ
し
き
を
加

へ

來
つ

允

。

而
し
て
喧

々

囂

タ

た

る

農

村

論

考

の

_

論

.<
?

:

提
議
と
は
、
近
年
蕃
し
く
其
巧
妙
を 

加
へ
.來
れ
る
農
村
運
動
' 1
辰
村
政
治
家
の
活
動
と
相
待
ち
、
世
界
的
大
不
景
氣
に
當
而
せ
る
ー
般
經
濟
界
.の
不
安
に
乘
じ
て
社
會
各
方 

•
F
C大
々
的
感
動
を
惹
起
し
、
社
#

公
衆
を
し
て
恰
も
農
村
全
般
の
危
機
焦
眉
の
急
に
迫
れ
る
も
の
ゝ
如
く
、
浩
し
今
日
に
於
て
忽
追 

敕
濟
の
處
置
を
施
す
に
非
ざ
れ
ば
如
何
な
る
危
險
の
劫
發
す
る
や
も
計
ら
れ
ざ
る
が
如
き
感
を
抱
か
し
む
る
に
至
つ
た
や
の
觀
が
あ
る
。 

是
に
於
て
か
識
盏
は
そ
れ
ぐ
觅
に
適
當
な
る
對
案
施
策
の
檢
时
と
提
唱
に
熱
中
し
、
政
治
家
殊
に
濃
村
關
係
の
政
治
家
は
各
典
所
信 

に
.從
つ
て
各
種
對
策Q

,

實
行
を
當
局
に
.廹
ら
ん
と
し
、
政
府
當
局
亦
此
風
潮
に
驅
ら
れ
て

只
管
應
奮
久
の
對
策
實
施
に
努
力
す
る
に 

至

つ

た

。

斯

く

て

所

f

非

常

時

政

界

i

題

は

外

湯

し

て

.1

蒙

及

鋈

支

岛

f

集

中

し

、

內

I

り

て

は

農

村

救

濟

問

題

所
謂
る
農
村
.忡
题
の
货
葸
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